
経営関連学会協議会 理事会 

議事録 
 
日 時 2022 年 6月 19日(日) 10:00-11:50 
会 場 オンライン開催（ZOOM） 
出席者 （順不同） 

上林（憲）、上林（千）、中林、上田、佐藤、池田、開沼、有馬、伊藤、鈴木、尾畑、關、田村 
古庄、降籏、鈴木（貴）大塚、松田、三井田（事務局） 

 
3. 議題 
・報告事項 
 (1) 本日のシンポジウムについて   （上林千恵子先生） 
 (2) ニューズレター(第 12号)の発行について  （中林先生） 
 (3) 2021 年度決算書及び監査について   （佐藤先生） 
 (4) その他 
 
・協議事項 
 (1) 会則の改正について    （上林理事長・池田先生） 
 (2) 次回の理事会・評議員会の開催日について  （上林千恵子先生) 
 (3) 経営関連学会協議会学術雑誌(Journal of Japanese Management)  

管理運営規定の改正について  （上田先生） 
 (4) 2022 年度予算案について    （佐藤先生） 
 (5) その他 
 
報告事項 
（１） 本日のシンポジウムについて 

上林副理事長（企画担当）より理事会、評議員会の後で入鹿山剛堂氏（入鹿山未来創造研究所 代
表取締役 所長）を講師に講演会が開催されることが報告された。 
 

（２） ニューズレターの発行について 
中林副理事長（広報担当）より、本理事会および評議員会で決算および予算が承認されたあと、
その情報を加えてニューズレターの発行がされる予定であることが報告された。 
 

（３） 2021 年度決算書及び監査について 
佐藤副理事長（会計担当）より決算書案が提示され、それぞれの項目について説明がされた。コ
ロナ禍の影響もあり、1 年を通してリモート開催となったため、支出が少なく余剰金が発生した



が今後対面での開催に戻ることも予想されるため一過性のものであると説明された。 
その後、古庄会計監事より監査報告書が提示され、会計監査を行なった結果、決算書が適正であ
ることが報告された。 
 

（４） その他 
事務局よりホームページの更新がされたことが報告された。 
 
 

審議事項 
（１） 会則の改正について 

上林理事長より前回の評議員会で採決を見送った会則の改正について修正された改正案が提示
された。主な点は連続３選禁止の規定はそのままで特命理事の規定を整備することで役員の固定
化を防ぐこと、また特命理事にも理事同様に連続３選禁止の規定を適用し、任命は評議員会の承
認が必要とすることとした。 
以上が説明された上で、会則改正案が承認され評議員会に諮ることとなった。 
 

（２） 次回の理事会・評議員会の開催日について 
上林理事長および上林副理事長より、11月 27日に日本学術会議とシンポジウムを共催する予定
であることが説明された。また同日、理事会及び評議員会を開催することが説明され、承認され
た。 
3 月のイベントに関しては、有馬理事が企画を検討している旨が説明され、メタバース関連のテ
ーマで 3月上旬に開催される予定であることが説明され、承認された。 
 

（３） 経営関連学会協議会学術雑誌(Journal of Japanese Management)管理運営規定の改正について 
上田副理事長より JJMの管理運営規定について、改正案が提示された。主な改正点は投稿料の廃
止であることが説明され、承認された。 
 

（４） 2022 年度予算案について 
佐藤副理事長より、予算案が提示され、各項目の詳細について説明があった。余剰金が積み上が
っていることについて意見があり、今後、加盟学会に何かしらの形で還元できるような事業を継
続的に検討することとなった。他に意見はなく予算案が承認された。 
 

（５） その他 
特に審議すべき点は挙がらなかった 
 

以上 


